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Abstract

フィブリン接着剤が血友病ケアにもたらすインパクト

Fibrin glue and clinical impact on haemophilia care
K. Kavakli

Haemophilia (1999), 5, 392–396
© Blackwell Science Ltd.

フィブリン接着剤は生物学的封かん剤の一種であ

り，血友病や類似疾患で局所の止血，組織充填

（tissue sealing）および創傷治療の効果増強のために

用いられている。市販のウイルス不活化フィブリン

接着剤はヨーロッパで入手可能で，最近，米国でも

認可された。フィブリン接着剤の使用により，入院

件数，医療費，ウイルス伝播リスク，および凝固因

子補充頻度を下げることができると考えられる。近い

将来，血友病分野でのフィブリン接着剤の役割は増

大するであろう。
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